
平成１９年度 「心豊かでたくましい子どもを育てるつどい」から

生徒指導総合連携推進事業の取り組みから（川北町）

元金沢市教育センター長の澤井弘氏から多くの示唆を頂きました。

①基本的生活習慣の確立の大切さ ②話す・聞くにおける言葉づかいの大切さ

③あいさつの大切さなど 子育てを見つめ直す機会となりました。
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パネル討論で教育の現状を知る

１１月５日（月）午後，川北町文化センターにて，小松教育事務所管内

３市１町の関係者約２３０人が実践報告やパネルディスカッションを通し

て教育への理解を深めました。特に，川北町からは２年間に渡る「生徒

指導総合連携推進事業」の取組から川北中学校の木下浩明教諭を中

心として実践が紹介されました。 「あいさつ運動」「読書活動」「プルタ

ブ連携」「縦割り活動」など保育所から中学校までのネットワーク化がそ

の特色でした。また，参加者の中から「すばらしい太鼓の実演に感動し

胸が熱くなり，涙が出てきました」との声も頂きました。

※加賀市ＰＴＡ連合会 山口 美幸 （保護者）

☆携帯電話の問題性について考えていきたい

※能美市ＰＴＡ連合会 吉川 香里 （保護者）

☆食育の大切さを多くの人たちに伝えたい

※川北町手取亢龍太鼓 田中 秀夫 （指導者）

☆太鼓が好きで集まる仲間を育てていきたい

※小松市立中海中学校 辻 泰樹 （教員）

☆地域との双方向のふれあいを大切にしてい

きたい

※コーディネーター 高崎安広 （指導主事）

講師 澤井 弘氏


